
2022 年１０月２日 聖日礼拝 
インターネットの礼拝映像配信は９時より。11 時からは録画を視聴できます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■聖歌２９「たたえまつれ」（１、２節） 

①たたえまつれ  王にいます主を 肉と霊の病い いやす 主を   
近づけ きみがそばへと 歌を歌いつつ   

 
②たたえまつれ  世界すぶる主を 翼のべて民を守る主を   

祈りに 耳をかたぶけ こたえたもう主を  
 
 
■「神の国と神の義を」（１回） 

神の国と神の義を まず求めなさい  
そうすればみな与えられる ハレル ハレルヤ  

 
 
■主の祈り  天にましますわれらの父よ。ねがわくは 御名

み な

をあがめさ
せたまえ。御国

み く に

をきたらせたまえ。御心
みこころ

の天になるごとく、地にもなさせ
たまえ。われらの日用

にちよう

の糧
かて

を今日もあたえたまえ。われらに罪をおかすも
のを われらが 赦すごとく、われらの罪をも赦したまえ。われらを こ
ころみにあわせず 悪より救いいだしたまえ。国と力と栄えとは かぎり
なく なんじのものなればなり。アーメン 
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■交読 詩篇１２１篇１～８節 
１ 私は山に向かって目を上げる。   

私の助けは どこから来るのか。 
２ 私の助けは主から来る。 

天地を造られたお方から。 
 
３ 主は あなたの足をよろけさせず 

あなたを守る方は まどろむこともない。 
４ 見よ イスラエルを守る方は 

まどろむこともなく 眠ることもない。 
５ 主はあなたを守る方。 

主はあなたの右手をおおう陰。 
６ 昼も 日があなたを打つことはなく 

夜も 月があなたを打つことはない。 
 
７ 主は すべてのわざわいからあなたを守り 

あなたのたましいを守られる。 
８ 主はあなたを 行くにも帰るにも 

今よりとこしえまでも守られる。 
 
 
 
 
■使徒信条  われは天地のつくりぬし、全能の父なる神を信ず。われは
そのひとりご、われらの主、イエス・キリストを信ず。主は聖霊によりて
やどり、おとめマリヤよりうまれ、ポンテオ・ピラトのもとにくるしみを
うけ、十字架につけられ、死にてほうむられ、よみにくだり、三日目に  
死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父なる神の右に座したま
えり。かしこよりきたりて 生けるものと死にたるものとを さばきたま
わん。われは聖霊を信ず。聖なる公同の教会、聖徒のまじわり、罪のゆる
し、からだのよみがえり、とこしえのいのちを信ず。アーメン 
 
 
 
 



■聖書朗読 出エジプト記１７章８～１６節 
8 さて、アマレクが来て、レフィディムでイスラエルと戦った。 
9 モーセはヨシュアに言った。「男たちを選び、出て行ってアマレクと

戦いなさい。私は明日、神の杖を手に持って、丘の頂に立ちます。」 
10 ヨシュアはモーセが言ったとおりにして、アマレクと戦った。モー

セとアロンとフルは丘の頂に登った。 
11 モーセが手を高く上げているときは、イスラエルが優勢になり、手

を下ろすとアマレクが優勢になった。 
12 モーセの手が重くなると、彼らは石を取り、それをモーセの足もと

に置いた。モーセはその上に腰掛け、アロンとフルは、一人はこちら
から、一人はあちらから、モーセの手を支えた。それで彼の両手は日
が沈むまで、しっかり上げられていた。 

13 ヨシュアは、アマレクとその民を剣の刃で討ち破った。 
14 主はモーセに言われた。「このことを記録として文書に書き記し、ヨ

シュアに読んで聞かせよ。わたしはアマレクの記憶を天の下から完全
に消し去る。」 

15 モーセは祭壇を築き、それをアドナイ・ニシと呼び、 
16 そして言った。「主の御座の上にある手。主は代々にわたりアマレク

と戦われる。」 
 
 
 
■聖歌１６０「キリスト・イエスを基として」（１、３節） 
①キリスト・イェスを もといとして うち建てられし み教会は  

きみが血をもて かいたまいし 花嫁たちの 集まりなり  
 
③主の教会は こころみ 受け  争いに あい なみだ すとも  

その まぼろしを 主は よみして  ついに 勝利を 与えたまわん 
 
 
 
■頌栄 聖歌３７６「父 御子 御霊の」 
 父・御子・みたまの おおみかみに とこしえかわらず 

御栄えあれ 御栄えあれ アーメン 
 
 



【自宅での礼拝の手引き】  

・招詞   招詞を読みます 
・賛美   歌います 
・主の祈り 主の祈りを祈ります 
・交読   交読箇所を読みます 
・礼拝祈祷 次の言葉を祈りましょう 

「天の父なる神様。今、あなたの御前で礼拝をささげられ
ることを感謝します。兄弟姉妹と場所は異なりますが、心
を一つにして礼拝をささげます。主の臨在を、今、ここに
現してください。私たちの救い主、イエス・キリストの御
名によって祈ります。アーメン」 

・使徒信条 使徒信条を告白します 
・聖書朗読 聖書朗読箇所を読みます 
・説教   聖書朗読箇所を思い巡らしましょう 
・賛美   歌います 
・献金   主から受けたものの中で私がささげられるものや分かち

合えるものは何か思い巡らしましょう。それをささげな
がら歩めるように主の助けを祈りましょう。 

・頌栄   頌栄をささげます 
・祝祷   心の中で祝祷を読み、最後に「アーメン」と告白しましょう 

「願わくば 主イエス・キリストの恵み 父なる神の愛 
聖霊の親しい交わりが教会員一同の上に とこしえにあ
りますように アーメン」 


